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研究分野：医歯薬学 
科研費の分科・細目：社会医学・衛生学 
キーワード：生活習慣病、がん、危険因子、遺伝子環境交互作用、コーホート研究 
 
１．研究計画の概要 
 本研究では、2005～2007 年にベースライ
ン調査に参加した佐賀市民 12078 名を 20
年 間 にわたって追 跡 し、がんなどの生 活 習
慣病の罹患・死亡に関わる生活習慣と遺伝
要因（遺伝子多型）および遺伝子環境交互
作 用 を明 らかにして、日 本 人 における生 活
習 慣病の予防に資する事 を目的 とした。調
査 内 容 は、生 活 習 慣 などに関 する質 問 票
調 査 、血 液 検 査 と遺 伝 子 解 析 のための採
血 、血 圧 測 定 、身 長 ・体 重 ・体 脂 肪 率 ・腹
囲・臀囲の測定、電子歩数計による身体活
動 量 の測 定 、および長 期 間 の健 康 状 況 に
関する追跡調査である。今回の 5 年間の研
究期間には、以下の検討を行う。 
(1)がんなどの生活習慣病の罹患・死亡状況に
関する追跡調査を実施する。 
(2)ベースライン調査に基づく、横断研究を行
う。メタボリックシンドローム、（腹部）肥
満、血液検査値（HbA1c、血清脂質、尿酸、
肝機能、高感度 CRP、アディポネクチンなど）
などを結果指標として、種々の生活習慣要因、
身体計測値、身体活動量、候補遺伝子多型と
の関連および遺伝子環境交互作用を検討す
る。 
(3)生活習慣の変化や血液成分の変化を考慮
するために、ベースライン調査から約 5 年後
にベースライン調査とほぼ同様な内容の第
二次調査を実施する。 
(4)ベースライン調査と第二次調査に基づい
た縦断研究を実施する。両調査で共通に測定
する血液検査結果（ヘモグロビン A1c、高感
度 CRP など）の変化などを結果指標とする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)追跡調査：2008 年から 2010 年にかけて、

毎年ベースライン調査者のリストと佐賀市
の住民基本台帳を照合し、照合できなかった
者については住民票照会を行い、佐賀市から
の転出者および死亡者の把握を行った。この
結果、2010 年 7 月の時点で転出者 334 名およ
び死亡者 101 名を把握した。転出者には調査
票を郵送して転出までのがん・循環器疾患・
糖尿病・高血圧症の罹患状況を把握し、死
亡 者 は保健所にて死亡票を閲覧してその死
因を調べた。さらに、2005 年度のベースライ
ン調査者参加者約 1900 名については、第二
次調査（後述）または郵送法（第二次調査に
参加頂けなかった方のみ）により、がん・循
環器疾患・糖尿病・高血圧症の罹患状況を把
握した。 
 (2)再現性調査：2008 年度に 1 年後調査とし
て 434 名に対して実施した。この結果、身体
活動量に関する幾つかの項目（歩行・起立
時間など）を除いて、生活習慣調査票の再
現 性 が満 足 できるレベルにある事 を報 告 し
た。 
 (3)横断研究：ベースライン調査に基づく横
断的検討を行い、以下の知見を得た。①心血
管疾患危険因子を複数保持する者を検出す
るための腹囲のカットオフ値を検討した結
果、最適値は男性 88cm、女性 82cm であり、
現行のメタボリックシンドロームの腹囲基
準（男性 85cm、女性 90cm）では特に女性に
おいて見逃しが多い事、②食事パターンとし
て健康食パターン（野菜・果物摂取が多い）
が高感度 CRP の低下と関連している事、③
加速度計（ライフコーダ）による身体活動量
が高い者において高感度 CRP が低い傾向
にある事、④低強度の身体活動量が高い者
において総アディポネクチン・高分子量アデ
ィポネクチンが高い傾向にある事、⑤食事パ
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ターンとしてシーフードパターンが肝機能検
査値の上昇、パン食パターンが肝機能検査
値の低下と関連している事、⑥コーヒー飲用
が肝炎ウイルス感染とは独立して肝機能検
査 値 の低 下 と関 連 している事 、⑦男性にお
いて能動喫煙あるいは受動喫煙の増加に伴
い高感度 CRP が上昇する傾向にある事、⑧食
事パターンとしてパン食パターンが HbA1c
の低下と関連しているが、ADR2・ADR3
遺伝子多型との交互作用は明らかでない事、
⑨女性において PPARG 遺伝子の Ala アリル
保有者が HbA1c の低下傾向を示し、BMI お
よび高脂肪食摂取との交互作用が認められ
る事、など。この内、①と②については論文
発表を行った。 
 (4)第二次調査：2010 年度には、2005 年度に
ベースライン調査に参加した佐賀市北部在
住の約 1900 名について、5 年後の第二次調査
を実施し、約 1400 名の調査を完了した（参
加率 74%）。第二次調査では、ベースライン
調査での項目に加えて、新たに尿検査、筋肉
量・握力の測定および追跡調査（第二次調査
までのがん、脳卒中、心筋梗塞、高血圧、糖
尿病の新たな罹患の把握）を実施した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進行している。 
（理由）ほぼ研究計画のスケジュール通りに
調査が進行しており、着実な研究成果が得ら
れている。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1)追跡調査を継続すると共に、がん・循環器
疾患・糖尿病・高血圧の罹患者の疾病の詳細
（診断日、診断根拠など）について、医療機
関への問い合わせを実施する。 
(2)2006～2007 年度にベースライン調査に参
加した約 1 万人について、5 年後の第二次調
査を着実に実施する。約 7000 名の参加を見
込んでいる。 
(3)ベースライン調査に基づく横断研究をさら
に押し進め、論文化を行う。 
(4)ベースライン調査および第二次調査に基
づくデータで縦断研究を実施する。 
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